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1 調査の目的 

本市では、より一層の子育て支援施策の充実に向けて、「第２次北名古屋市子ども・子育て支援事業計

画」を策定します。（計画期間：令和２年度～令和６年度） 

本調査は、計画の策定にあたり、子育て中の市民の子育ての状況や、子育てに関するニーズなどを把握

し、市や国・県の子ども・子育て支援施策の検討に利用することを目的として実施したものです。 

  

 

2 調査の概要 

● 調査地域：市全域 

● 調査対象者： 

市内在住の就学前児童（以下「就学前」という。） 

市内在住の小学校低学年児童（以下「低学年」という。） 

● 調査期間：令和元年７月 

● 調査方法：郵送による配布、郵送による回収及び園等を通じた回収 

● 調査票の回収状況： 

種別 配布数 有効回収数 有効回収率 

就学前 ３,０００ 1,684 56.1％ 

低学年 １,0００ 570 57.0％ 

合計 ４,0００ 2,254 56.4% 

【参考】前回（平成２５年度）調査の回収率 59.5％ 

 

 

3 本報告資料の見方 

● 回答結果の割合「％」は回答者数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四捨五入

したものです。単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）の設問の一部は、合計値が１０

０.０％になるよう調整しています。 

● 複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの回

答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が１００.０％を超える場合があります。 

● 図表中において「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難なものです。 

● 図表中の「n」は、集計対象となった回答者数（あるいは回答者を限定する設問の限定条件に該当する

人）を表しています。 

● 図表等にある前回調査とは、本市が平成２５年度に実施した第１期計画策定時の調査です。 
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4 集計結果のポイントと課題等 
 

（1）回答者 

 本調査の回答者は、就学前、低学年ともに「母親」が約90％を占めています。 

■回答者 

 
 

 

（2）お子さんと家族の状況 

 就学前の年齢構成は、0歳が18.0％、1・2歳が27.9％、3～5歳が50.8％となっています。 

 低学年の構成は、各学年が概ね同程度となっています。 

■年齢（学年単位） 

 
■学年 

 
 

 

 

 

90.2

89.4

9.2

10.0

0.1

0.1

0.2

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（n=1684）

低学年（n=570）

母親 父親 祖父母 その他 無回答

18.0 15.4 12.5 20.8 16.0 14.0 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（n=1684）

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 無回答

35.4 31.6 32.5 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（n=570）

小学１年生 小学２年生 小学３年生 無回答
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 ひとり親家庭（配偶者はいない）は、就学前では3.7％、低学年では4.9％となっています。 

 お子さんの子育てを主に行っている方は、就学前では「主に母親」が55.1％、「父母ともに」が43.6％

となっており、低学年になると「父母ともに」が49.9％に上昇しています。 

 世帯の収入は、就学前、低学年ともに「500～600万円未満」が最も多く、次いで「400～500万円未

満」と続いています。 

■配偶者の有無 

 

 

■お子さんの子育てを主に行っている方 

 

 

■世帯の収入（年間のボーナスを含む手取額） 

 
 

 

95.8

94.7

3.7

4.9

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（n=1684）

低学年（n=570）

配偶者がいる 配偶者はいない 無回答

43.6

55.1

0.2

0.4

0.1

0.6

49.9

48.4

0.4

0.9

0.2

0.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

就学前（n=1684）

低学年（n=570）

0.2

0.7

1.2

3.3

15.3

17.0

22.0

0.2

0.5

1.2

2.8

12.1

16.3

16.8

0％ 10％ 20％ 30％

収入はない

100万円未満

100～200万円未満

200～300万円未満

300～400万円未満

400～500万円未満

500～600万円未満

11.8

10.6

6.4

4.2

5.6

1.7

14.6

11.9

8.8

3.9

7.7

3.2

0％ 10％ 20％ 30％

600～700万円未満

700～800万円未満

800～900万円未満

900～1000万円未満

1000万円以上

無回答

就学前（n=1684）
低学年（n=570）
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（3）妊娠や子育ての不安等 

 

妊娠中の不安等は、「出産への不安」、「赤ちゃんの成長・異常の有無のこと」、「出産後の子育て」、「自

分（母親）のからだのこと」が上位 

 妊娠中に母親が困ったことや不安だったことは、「出産への不安」、「赤ちゃんの成長・異常の有無のこ

と」、「出産後の子育て」、「自分（母親）のからだのこと」がいずれも40％前後の回答率で上位にあが

っており、切れ目のない支援のスタートとして、これらの不安等に対応した母子保健事業や子育て世代

包括支援センター※における取組が求められます。 

※子育て世代包括支援センターは、平成29年4月から保健センターに設置しており、安心して妊娠・出

産ができ、安心して子育てができるよう、様々な相談に応じています。 

■妊娠中に母親が困ったことや不安だったこと 

 

 

「出産～2週間(自宅での子育て開始)」と「3～4週間(育児が本格化)」の時期に対する母子保健事業や

子育て世代包括支援センターにおける取組の充実 

 就学前は、子育てについて「楽しいと感じることの方が多い」という方が55.5％と、前々回、前回調査

から大きな変化は見られません。 

 子育てをしていて、不安や悩みが大きかった時期は、「出産～2週間(自宅での子育て開始)」と「3～4

週間(育児が本格化)」が上位2つであり、この時期に対する母子保健事業や子育て世代包括支援セ

ンターにおける取組の充実が求められるほか、「1～2歳(ひとり歩き～就園)」の時期についても不安や

悩みが大きい時期にあげる方が比較的多い状況です。 

 不安や悩みが大きかった時期に「相談できる人や場所がなかった」という方は、時期による大きな違い

は見られませんが、1歳になるまでが比較的高い割合となっています。 

 

44.4

41.3

39.9

38.3

23.1

21.9

15.5

12.7

10.9

2.7

5.8

0.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

出産への不安

赤ちゃんの成長・異常の有無のこと

出産後の子育て

自分（母親）のからだのこと

経済的なこと

妊娠中の生活

家族のこと

精神的につらかった

職場の理解

子どもを育てる自信がなかった

その他

無回答

就学前（n=1148）
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■子育てをどのように感じることが多いですか【就学前】 

 
 

■子育てをしていて、不安や悩みが大きかった時期【就学前】 

 

 

■不安や悩みが大きかった時期に「相談できる人や場所がなかった」という方【就学前】 

 

 

 

 

55.5

60.8

55.3

36.8

30.8

37.5

3.4

3.6

2.5

1.4

0.7

2.1

1.5

2.0

1.8

1.4

2.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1684）

前回調査（n=1272）

前々回調査（n=1024）

楽しいと感じることの方が多い 楽しいと辛いが同じくらい 辛いと感じることの方が多い
その他 わからない 無回答

54.4

49.9

39.0

24.0

22.7

41.0

24.0

7.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

出産～2週間(自宅での子育て開始)

3～4週間(育児が本格化)

1～4か月(首がすわる頃まで)

5～8か月(おすわりの頃まで)

9～11か月(はいはいの頃まで)

1～2歳(ひとり歩き～就園)

3～6歳(就園～就学)

無回答
就学前（n=1684）

7.3

6.9

8.2

8.6

9.1

5.2

5.7

0％ 10％ 20％ 30％

出産～2週間(自宅での子育て開始)n=916

3～4週間(育児が本格化)n=840

1～4か月(首がすわる頃まで)n=656

5～8か月(おすわりの頃まで)n=405

9～11か月(はいはいの頃まで)n=383

1～2歳(ひとり歩き～就園)n=690

3～6歳(就園～就学)n=404

相談できる人や場所

がなかった
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（4）保育園、幼稚園、認定こども園などの定期利用について 

 

母親のフルタイム就労の割合の上昇が保育需要の拡大を表す結果 

 就学前の母親の就労状況は、フルタイム就労の割合が約３割（31.6％）と、前回調査（23.8％）から

上昇しており、保育需要の拡大を表す結果となっています。 

 就学前の家庭類型（保護者の就労状況等で家庭を分類したもの）は、現在は保護者のいずれかが家

事専業という家庭が37.0％と最も多く、潜在（保護者の今後の就労意向を反映したもの）は、両親とも

にフルタイム就労の家庭と保護者のいずれかが家事専業という家庭が、それぞれ30％前後で同程度

となっています。 

■母親の就労状況【就学前】 

 

 

■家庭類型（保護者の就労状況等で家庭を分類したもの）【就学前】 

 

19.2

12.4

27.4

2.1

36.8

1.4

0.7

16.3

7.5

24.7

1.1

43.8

4.6

2.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業

中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休

業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育

休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

今回調査（n=1684）

前回調査（n=1272）

3.3

29.8

17.6

9.6

37.0

0.1

0.0

0.0

2.6

3.3

32.0

16.8

15.3

29.5

0.1

0.0

0.0

3.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

A（ひとり親家庭）

B（フルタイム×フルタイム）

C（フルタイム×パートタイム月120時間以上等）

C'（フルタイム×パートタイム月60時間未満等）

D（いずれか家事専業）

E（パートタイム×パートタイム月120時間以上等）

E'（パートタイム×パートタイム月60時間未満等）

F（無業×無業）

無回答

現在（n=1684）

潜在（n=1684）
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希望した時期に希望した施設等（保育園、幼稚園、認定こども園など）を利用できた割合が上昇 

 就学前の家庭で、希望した時期に希望した施設等（保育園、幼稚園、認定こども園など）を「利用でき

た」という割合が82.6％に達し、前々回や前回調査から大幅に上昇しています。 

■希望した時期に希望した施設等を利用することができましたか【就学前】 

 

 

お子さんが2歳以下のときは、最も利用したい施設として「保育園」をあげた方が約4割 

 お子さんが２歳以下のときに最も利用したい施設等は、「保育園」が42.8％と最も多く、次いで「いず

れも利用する予定はない」が18.1％と続いています。 

■お子さんが２歳以下のとき、平日に定期的に利用したい施設等【就学前】 

 

 

 

 

82.6

64.4

67.8

3.9

5.1

6.3

9.2

20.0

19.8

1.4

5.0

2.5

2.9

5.5

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1098）

前回調査（n=803）

前々回調査（n=733）

利用できた 育児休業を切り上げるなど調整して利用できた 利用できなかった その他 無回答

56.3

42.3

26.0

6.2

15.5

3.5

6.2

11.0

1.4

19.4

13.5

42.8

13.1

3.5

0.3

1.7

0.1

0.5

1.8

1.2

18.1

16.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

保育園

認定こども園

小規模保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

上記のいずれも利用する予定はない

無回答

利用したいもの（n=773）

最も利用したいもの（n=773）
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お子さんが3歳以上のときは、幼稚園の利用希望が45.1％、保育園が38.2％ 

 お子さんが３歳以上のときに最も利用したい施設等は、「保育園」が38.2％と最も多く、「幼稚園」が

22.7％、「幼稚園＋預かり保育」が22.4％と、合わせた幼稚園の利用希望が45.1％となっています。 

■3歳以上のとき、平日に定期的に利用したい施設等【就学前】 

 

 

（5）一時預かりの利用について 

 

一時預かり等の利用希望が上昇しており、今後の需要拡大を見通す結果 

 私用、親の通院、就労等の目的で不定期に利用する一時預かり等について、「利用したい」という方が

42.8％と、前回調査から上昇しており、本年10月から導入される幼児教育・保育の無償化の対象とも

なっていることから、今後の需要拡大を見通す結果となっています。 

■私用、親の通院、就労等の目的で不定期に利用する一時預かり等の利用希望【就学前】 

 

46.6

47.1

58.5

33.8

10.5

2.1

8.6

0.9

0.5

5.7

22.7

22.4

38.2

8.3

0.4

0.1

0.1

0.4

0.2

7.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

幼稚園

幼稚園＋預かり保育

保育園

認定こども園

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

いずれも利用する予定はない

無回答

利用したいもの（n=1684）

最も利用したいもの（n=1684）

42.8

31.4

53.6

65.5

3.6

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1684）

前回調査（n=1272）

利用したい 利用する必要はない 無回答
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（6）病児保育の利用について 

 

お子さんが病気等のとき、両親のいずれかが休んだという方の割合が上昇 

 お子さんが病気等で保育園、幼稚園、認定こども園などを利用できなかったときの対応について、前回

調査と比べて、両親のいずれかが休んだという方の割合が上昇しており、就労している母親の割合の

上昇等を反映した結果となっています。 

 なお、「病児保育を利用した」との回答は6.7％となっています。 

■お子さんが病気等で保育園、幼稚園、認定こども園などを利用できなかったときの対応【就学前】 

 

病児保育を「できれば利用したかった」という方が34.9％ 

 お子さんが病気等のとき、両親のいずれかが休んだという方については、病児保育を「できれば利用し

たかった」という方が34.9％と、前回調査から大きな変化は見られません。 

■両親のいずれかが休んだとき、病児保育を利用したいと思われましたか【就学前】 

 

 

 

19.7

71.8

26.9

29.7

6.7

0.0

0.0

0.2

0.8

0.2

14.0

64.0

34.4

28.6

4.6

0.4

0.2

0.4

4.0

0.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

父親が休んだ

母親が休んだ

就労していない父親又は母親が子どもを看た

親族・知人に子どもを看てもらった（同居を含む）

病児保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

今回調査（n=837）

前回調査（n=500）

34.9

36.1

61.2

61.7

3.9

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=614）

前回調査（n=324）

できれば利用したかった 利用の必要はない 無回答
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（7）子育て支援センターの利用について 

 

0～2歳の半数以上が子育て支援センターを、3～5歳の3割以上が児童館をそれぞれ利用しており、非常

に重要な拠点 

 0～2歳については「子育て支援センター」を53.2％、3～5歳については「児童館」を35.3％が利用し

ており、本市の子育て支援や児童健全育成の拠点としての各施設の位置づけは、非常に大きい状況

です。 

■子育て支援センター等の利用状況【就学前】 

 

子育て支援センター等を利用していない理由で「利用方法（手続きなど）がわからない」が約2割 

 未就園児（現在、保育園、幼稚園、認定こども園などを「定期的」に利用していない方）で子育て支援

センター等を利用していない理由として、「利用方法（手続きなど）がわからない」が18.4％となってい

ます。 

■子育て支援センター等を利用していない理由【就学前】 

 

 

 

 

53.2

24.2

39.6

0.8

21.6

35.3

54.7

1.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

子育て支援センター

児童館

いずれも利用していない

無回答

就学前０～２歳（n=773）

就学前３～５歳（n=855）

18.4

17.9

10.7

9.2

7.1

1.0

24.5

44.4

0.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

利用方法（手続きなど）がわからない

時間がない

サービスの利便性（立地・時間・日数など）が悪い

利用したいが近くにない

自分がサービスの対象者なのかわからない

サービスの質に不安がある

その他

特に理由はない

無回答

未就園児（n=196）
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（8）市の子育て支援事業等の認知状況について 

 

子育てコンシェルジュや病児保育などの周知が課題 

 市の子育て支援事業等の認知度については、「教育支援センター・家庭相談・児童相談」と「子育てコ

ンシェルジュ」はいずれも認知度が50％に満たない状況で、「病児保育」の認知度も比較的低い状況

です。 

■市の子育て支援事業等の認知状況【就学前】 

 

75.5

74.8

70.7

67.4

66.5

62.6

61.4

54.7

46.9

35.6

1.4

3.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

子育て支援センター

児童館

赤ちゃん訪問・家庭訪問

保育園の開放

ファミリー・サポート・センター

保健センターの情報・相談サービス

子育て相談

病児保育

教育支援センター・家庭相談・児童相談

子育てコンシェルジュ

いずれも、知らない

無回答

知っているもの

（n=1684）
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（9）小学校就学後の放課後の過ごし方について 

 

児童クラブの利用希望率が上昇、母親の就労状況の変化に伴う需要拡大を表す結果 

 就学前の5歳児の保護者における、小学校就学後の放課後の過ごし方の意向は、前回調査と比べて、

小学校低学年（１～３年生）の間、小学校高学年（４～６年生）の間のいずれも、「児童クラブ」の利用

希望率が上昇しており、小学校低学年（１～３年生）の間は半数以上の家庭が利用を希望するなど、母

親の就労状況の変化に伴う児童クラブの需要拡大を表す結果となっています。 

 小学校高学年（４～６年生）の間については、「放課後子ども教室」の利用希望率も上昇しています。 

■小学校低学年（１～３年生）の間、放課後を過ごさせたい場所【就学前】 

 

■小学校高学年（４～６年生）の間、放課後を過ごさせたい場所【就学前】 

 

 

 

53.8

20.8

48.3

26.3

52.5

0.4

22.0

17.8

3.0

44.8

16.1

39.4

16.4

33.1

0.9

15.8

11.9

23.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

児童館

児童クラブ

ファミリー・サポート・センター

放課後子ども教室

その他（公共施設、公園など）

無回答

今回調査５歳のみ（n=236）

前回調査（n=335）

61.4

23.3

58.1

27.5

32.6

0.8

33.9

21.2

3.8

51.9

17.3

52.5

15.8

17.9

0.9

14.9

13.4

24.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

児童館

児童クラブ

ファミリー・サポート・センター

放課後子ども教室

その他（公共施設、公園など）

無回答

今回調査５歳のみ（n=236）

前回調査（n=335）
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放課後子ども教室の利用を希望する家庭の多くが、活動として「宿題」を希望 

 放課後子ども教室の利用を希望する家庭のうち、活動として「宿題」を希望する割合が91.8％と最も

高く、残りの活動は50％～60％程度の回答率となっています。 

■放課後子ども教室で行われている活動のうち、希望するもの【低学年】 

 
 

91.8

60.9

60.3

58.2

58.2

52.7

8.2

2.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

宿題

プリント学習・計算練習・漢字練習

地域のボランティアや講師による体験・交流活動

計算力・漢字力の練習

スポーツ

ゲーム・レクリエーション

その他

無回答
低学年（n=570）
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（10）家庭の経済的な状況について 

 

世帯の収入などから算出した貧困線137.5万円未満に該当する子どもの割合は、就学前4.9％、低学年

5.8％ 

 世帯の収入は、就学前、低学年ともに「500～600万円未満」が最も多く、次いで「400～500万円未

満」と続いています。 

 世帯の収入などから算出した貧困線137.5万円未満に該当する子どもの割合は、就学前では4.9％、

低学年では5.8％となっており、愛知県「愛知子ども調査分析結果報告書」（平成29年９月12日）に

よる貧困線137.5万円に基づく子どもの貧困率9.0％は下回っています。なお、県の調査は、小学1年

生の保護者、小学5年生と中学2年生の子どもと保護者を対象としており、本市の今回の調査とは対

象が異なります。 

■世帯の収入（年間のボーナスを含む手取額）【就学前・低学年】 

 
 

 

■貧困線137.5万円未満に該当する子どもの割合【就学前・低学年】※ 

就学前 4.9％ 

低学年 5.8％ 

※世帯の収入（年間のボーナスを含む手取額）を基に、世帯人数の平方根で除して調整した額（等価可処

分所得）を算出し、その中央値の半分の額137.5万円（いわゆる貧困線）未満に該当する世帯の子ども

の人数の、子どもの人数全体に占める割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.2

0.7

1.2

3.3

15.3

17.0

22.0

0.2

0.5

1.2

2.8

12.1

16.3

16.8

0％ 10％ 20％ 30％

収入はない

100万円未満

100～200万円未満

200～300万円未満

300～400万円未満

400～500万円未満

500～600万円未満

11.8

10.6

6.4

4.2

5.6

1.7

14.6

11.9

8.8

3.9

7.7

3.2

0％ 10％ 20％ 30％

600～700万円未満

700～800万円未満

800～900万円未満

900～1000万円未満

1000万円以上

無回答

就学前（n=1684）
低学年（n=570）
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家庭で経済的にできないことは、就学前、低学年のいずれも「学習塾に通わせる」が最上位 

 家庭で経済的にできないことは、「学習塾に通わせる」が最上位となっており、就学前では17.1％、低

学年では21.2％の回答率となっています。 

■ご家庭で経済的にできないこと【就学前・低学年】 

 

 

17.1

14.7

10.8

9.7

3.7

1.0

0.8

0.8

0.8

0.3

68.6

4.2

21.2

10.0

14.2

11.4

4.4

3.2

1.8

1.2

1.9

0.4

60.7

7.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

学習塾に通わせる

習い事（音楽・スポーツ・習字等）に通わせる

１年に１回くらい家族旅行に行く

毎月おこづかいを渡す

毎年新しい洋服・靴を買う

子どもの行事などへ親が参加する

医者に行く（医療機関での健診を含む）

歯医者に行く（歯科医での健診を含む）

クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる

お誕生日のお祝いをする

上記のことで、できないことはない

無回答

就学前（n=1684）

低学年（n=570）
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（11）北名古屋市の子育て環境について 

 

子育て家庭の北名古屋市への転居の理由は、「住宅事情がよい（価格や家賃が手ごろ）」や「公共交通

機関の利便性がよい」など 

 第一子が生まれる時又は生まれた後に北名古屋市に引っ越してきた方に、北名古屋市への転入を決

めた理由を聞いたところ、「親族や知人が近くにいる」や「勤務地に近い」という理由のほかには、「住

宅事情がよい（価格や家賃が手ごろ）」や「公共交通機関の利便性がよい」などの理由が上位にあが

っています。 

■第一子が生まれる時又は生まれた後に北名古屋市に引っ越してきた方における、北名古屋市への転

入を決めた理由【就学前・低学年】 

 
 

 

44.4

36.4

26.1

22.2

14.0

7.1

6.3

4.5

4.3

4.3

3.4

2.8

2.8

1.9

1.9

15.9

0.4

50.4

30.3

23.2

21.5

10.1

5.3

9.6

3.1

1.8

2.6

1.8

5.3

2.2

0.0

1.3

18.4

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

親族や知人が近くにいる

勤務地に近い

住宅事情がよい（価格や家賃が手ごろ）

公共交通機関の利便性がよい

買い物等の日常生活が便利である

幼稚園や保育園などが充実している

自然環境がよい

治安がよい

子育て支援サービスが充実している

物価が安く経済的な負担が少ない

公園など子どもの遊び場が充実している

教育環境がよい

公共施設（図書館等）が充実している

医療が充実している

地域の人がやさしい

その他

無回答

就学前（n=536）

低学年（n=228）
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市の子育てのしやすさについて否定的な評価の割合が上昇 

 北名古屋市の子育てのしやすさについて、「そう思う」「どちらかというとそう思う」という肯定的な評価

は、就学前では53.1％、低学年では42.6％となっており、前回調査などと比べて肯定的な評価の割合

が低下した一方、「どちらかというとそう思わない」「そうは思わない」という否定的な評価の割合が上

昇しています。 

 特に、低学年では否定的な評価の割合が51.6％と、前回調査から大幅に上昇しています。 

■北名古屋市は、子育てをしやすい市だと思いますか【就学前】 

 

 

■北名古屋市は、子育てをしやすい市だと思いますか【低学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.2

17.1

14.5

39.9

39.9

45.6

23.9

16.1

15.1

11.9

11.6

11.8

10.4

14.2

12.1

0.7

1.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1684）

前回調査（n=1272）

前々回調査

（n=1024）

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない

そうは思わない わからない 無回答

9.1

12.5

9.7

33.5

41.8

42.4

34.2

18.0

16.8

17.4

13.7

13.6

5.6

12.9

15.7

0.2

1.1

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=570）

前回調査（n=1109）

前々回調査

（n=1067）

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない

そうは思わない わからない 無回答
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本市の子育てのしやすさの理由の最上位は「買い物等の日常生活が便利である」 

 北名古屋市について子育てをしやすいと思う理由については、就学前、低学年ともに「買い物等の日

常生活が便利である」という理由が最も多く、次いで就学前では「幼稚園や保育園などが充実してい

る」、「子育て支援サービスが充実している」などが続いています。 

■子育てをしやすいと思う理由【就学前・低学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.6

40.6

39.7

24.6

21.9

21.9

20.2

20.1

19.2

10.7

7.4

3.5

0.7

69.5

37.9

25.9

22.2

29.2

25.9

6.6

23.5

27.2

11.5

16.9

4.5

1.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

買い物等の日常生活が便利である

幼稚園や保育園などが充実している

子育て支援サービスが充実している

公園など子どもの遊び場が充実している

自然環境がよい

地域の人がやさしい

子どもの医療が充実している

治安がよい

公共施設（図書館等）が充実している

物価が安く経済的な負担が少ない

教育環境がよい

その他

無回答

就学前（n=894）

低学年（n=243）
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本市を子育てしやすいと思わない理由は、「子どもの医療が充実していない」、「公園など子どもの遊び場

が不足している」が上位 

 北名古屋市について子育てしやすいと思わない理由については、就学前、低学年ともに「子どもの医

療が充実していない」という理由が最も多く、同回答は低学年では84.0％という高い回答率となって

います。次いで「公園など子どもの遊び場が不足している」などが続いています。 

■子育てしやすいと思わない理由【就学前・低学年】 

 

 

 

73.0

45.7

22.0

19.5

12.3

11.1

10.6

8.4

7.6

5.3

5.0

26.0

0.3

0.2

84.0

50.7

18.0

8.8

11.6

11.9

9.2

9.9

12.6

6.1

3.4

23.1

0.7

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

子どもの医療が充実していない

公園など子どもの遊び場が不足している

子育て支援サービスが充実していない

幼稚園や保育園などが不足している

公共施設（図書館等）が不足している

治安が悪い

買い物等の日常生活が不便である

教育環境がよくない

自然環境がよくない

地域の人がやさしくない

物価が高く経済的な負担が大きい

その他

特にない

無回答

就学前（n=604）

低学年（n=294）
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（12）北名古屋市の子育て支援施策について 

 

就学前では、必要性が高い施策として「安全・安心に通行できる道路交通環境の整備」と「子育てに伴う

経済的支援の充実」が上位2つ 

 就学前では、北名古屋市の子育て支援施策で評価が高いものについて、「特にない」が18.3％と最も

多く、次いで「延長保育の充実」、「保育園の整備」、「産前・産後支援の充実」などと続いています。 

 子育て支援施策で取り組む必要性が高いものは、「安全・安心に通行できる道路交通環境の整備」が

36.8％と最も多く、次いで「子育てに伴う経済的支援の充実」、「保育園の整備」、「一時保育の充実」

と続いています。 

■北名古屋市の子育て支援施策で評価が高いもの・取り組む必要性が高いもの【就学前】 

 

 

14.4

11.5

10.7

10.6

10.3

9.7

8.8

6.9

5.0

3.3

3.1

2.5

2.3

2.2

1.5

0.9

0.8

0.5

0.2

3.7

18.3

33.1

2.1

16.9

22.9

13.3

8.1

11.2

12.3

8.6

8.7

20.1

17.4

4.3

13.1

33.0

36.8

4.3

8.7

3.5

6.3

1.9

15.3

13.3

14.2

9.0

1.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

延長保育の充実

保育園の整備

産前・産後支援の充実

子育て支援の関係機関の連携強化

子育てに関する情報提供の充実

児童クラブなどの受入枠の拡大

妊娠から乳幼児期の母子の健康確保

児童クラブなどの受入時間の延長

一時保育の充実

病児保育の実施

多世代交流の場づくり

認定こども園の整備

子育てに伴う経済的支援の充実

安全・安心に通行できる道路交通環境の整備

障害児福祉の充実

子育て世代を対象にした良質な住宅の確保

ひとり親家庭の自立支援の推進

家庭の地域における教育力の向上

家庭内、配偶者間暴力対策の充実

休日保育の充実

幼稚園の整備

その他

特にない

わからない

無回答

子育て支援施策で評価が

高いもの（n=1684）

子育て支援施策で取り組む

必要性が高いもの

（n=1684）
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低学年でも、就学前と同様に、必要性が高い施策として「安全・安心に通行できる道路交通環境の整備」

と「子育てに伴う経済的支援の充実」が上位2つ 

 低学年では、北名古屋市の子育て支援施策で評価が高いものについて、「児童クラブなどの受入枠の

拡大」が30.2％と最も多く、次いで「特にない」、「児童クラブなどの受入時間の延長」などと続いてお

り、児童クラブに関する施策を高く評価する方が比較的多い状況です。 

 子育て支援施策で取り組む必要性が高いものは、就学前と同様に「安全・安心に通行できる道路交

通環境の整備」が46.5％と最も多く、次いで「子育てに伴う経済的支援の充実」などと続いています。 

■北名古屋市の子育て支援施策で評価が高いもの・取り組む必要性が高いもの【低学年】 
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0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

児童クラブなどの受入枠の拡大

児童クラブなどの受入時間の延長

延長保育の充実

保育園の整備

妊娠から乳幼児期の母子の健康確保

産前・産後支援の充実

子育て支援の関係機関の連携強化

安全・安心に通行できる道路交通環境の整備

子育てに関する情報提供の充実

病児保育の実施

多世代交流の場づくり

子育てに伴う経済的支援の充実

一時保育の充実

障害児福祉の充実

ひとり親家庭の自立支援の推進

子育て世代を対象にした良質な住宅の確保

家庭の地域における教育力の向上

認定こども園の整備

家庭内、配偶者間暴力対策の充実

休日保育の充実

幼稚園の整備

その他

特にない

わからない

無回答

子育て支援施策で評価が

高いもの（n=570）

子育て支援施策で取り組む

必要性が高いもの（n=570）
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「医療」と「防犯」、「居場所づくり」などに関する施策が取り組む必要性が高い 

 子どもに関する施策で取り組む必要性が高いと思われるものは、就学前、低学年ともに「子どもに関す

る医療の充実」が最上位となっており、次いで「子どもを犯罪などから守るための活動の推進」、「子ど

もの居場所づくりの推進」などと続いており、 

■北名古屋市の子どもに関する施策で取り組む必要性が高いと思われるもの【就学前・低学年】 
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子どもに関する医療の充実

子どもを犯罪などから守るための活動の推進

子どもの居場所づくりの推進

交通安全活動の推進

子どもの育成に向けた学校の教育環境の整備

社会性の発達など児童の健全育成の推進

子どもを取り巻く有害環境対策の推進

児童虐待対策の充実

食育の推進

子どもの貧困対策

思春期保健対策の充実

将来親となる子どもの育成

多世代交流の場づくり

その他

特にない

無回答

就学前（n=1684）

低学年（n=570）
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